
2020年 9月 14 日 

株式会社みちのりホールディングス 

会津乗合自動車株式会社 

コイト電工株式会社 

 

会津バスターミナル（会津若松市）における 

センサを用いた『バス出庫安全支援システム』の実証実験について 

 
株式会社みちのりホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役グループ CEO：松本順、以下

「みちのり HD」）、会津乗合自動車株式会社（本社：福島県会津若松市、代表取締役社長：佐藤俊材、以下

「会津バス」）、コイト電工株式会社（本社：静岡県駿東郡、取締役社長：廣瀬仁士、以下「コイト電工」）

は、福島県会津若松市において 6月 1日から 6月 7日までの間、バス運転士を対象に『バス出庫安全支援

システム』の実証実験を実施いたしました。 

本システムは、会津バスターミナルのバス出庫口にセンサを設置し、運転士から見えにくい接近する歩

行者・自転車を検知し、バス運転士への注意喚起表示を行うものです。本実証実験を通じ、歩行者の検知

精度や表示タイミング、表示方法等の検証を行った結果、有効性が確認されました。 

本実証実験にて検証した『バス出庫安全支援システム』は、将来、自動運転バスの車載センサの死角か

ら接近する歩行者等との衝突防止、急ブレーキによる車内転倒事故防止など、安全性に貢献するシステム

であると見込んでおります。 

 

■ 『バス出庫安全支援システム』実証実験の概要 

本実証実験は、みちのり HD，会津バス、コイト電工の 3 社による共同実験として『バス出庫安全支援

システム』の有効性を確認するために実施されました。 

実施場所：福島県会津若松市 会津バスターミナル 

実施期間：2020年 6月 1日～7日 

実施時間：5：00～23：00 

実験車両：会津バス 路線バス 

評価人員：会津バス 運転士（22名） 
 

 

図 1 実験場所 会津バスターミナル 



■ 設置したセンサシステム 

 

図 2 設置場所の様子と歩行者検知イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 センサシステムのイメージ 

■ 本実証実験の狙いと有効性 

現在、バスの自動運転に向けては、各種の車載センサによるものが検討・実験されていますが、車載

センサには死角エリアがあり、人や自転車の急な飛び出しなどには対応が困難です。自動運転バスの

安全性向上においては車載センサだけでなく、道路インフラ側から歩行者等をセンシングし、携帯電

話回線網等を通じて、車両側に情報伝達するシステムが必要です。このような狙いをもって本システ

ムの実証実験を行いました。 

実証実験においては、センサの検知精度は設定したエリア内で歩行者の検知漏れがなく、バス運転

士へのアンケートでも、本システムの有効性を確認することができました。 

 

 
＜本件に関する報道関係のお問い合わせ先＞ 

株式会社みちのりホールディングス  広報担当  工代（くだい） TEL：03-6250-1075 

会津乗合自動車株式会社 輸送管理課 山田（やまだ） TEL：0242-22-5552 

コイト電工株式会社  広報担当  清（せい） TEL：045-826-6712 

① 指定エリア内で常時、歩行者を検知。 

② 検知結果を注意喚起表示装置へ通知。 

③ 歩行者の接近方向に応じて表示を点灯。 

④ 一定時間後に表示を消灯。 

歩行者検知センサ 

（ミリ波レーダ） 

注意喚起表示装置 

歩行者検知センサ 

（LiDAR） 

処理装置 


